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屋外のスピーカー 
からも放送 

屋外拡声子局 

無線で受信する住宅 

無線で受信する住宅 

無線 

無線
 

電源は太陽電池 

中継局 

中継局 

戸別受信機 

役場放送と地区 
放送が入る 
録音機能付 
停電にも対応 

による コスモス通信放送が始まります。 

　
現
在
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は
、
平
成

4
年
4
月
か
ら
放
送
開
始
以
来
18
年
間
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
回
線
を
使
い
、
町
民
の

皆
様
に
行
政
情
報
の
提
供
な
ど
の
放
送

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
視
聴
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
オ
フ
ト
ー
ク
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
、
無
線
告
知
シ
ス
テ
ム
が
こ
の
春

サ
ー
ビ
ス
開
始
を
い
た
し
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

　
木
城
町
役
場
に
「
総
合
操
作
卓
」
（
親

局
）
を
設
置
し
、
オ
フ
ト
ー
ク
施
設
同

様
に
・
・
・ 

　
定
時
放
送 

　
　
午
前
6
時
15
分 

　
　
午
後
0
時
20
分 

　
　
午
後
7
時
30
分 

　
時
　
報 

　
　
午
前
7
時 

　
　
午
前
10
時 

　
　
午
後
0
時 

　
　
午
後
6
時 

　
緊
急
放
送 

　
地
区
別
放
送 

な
ど
を
行
い
ま
す
。  

 

１
　
定
時
放
送
で
は
、
行
政
や
各
種
団

体
等
か
ら
の
情
報
に
加
え
、
小
学
校

等
か
ら
の
放
送
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 

２
　
緊
急
放
送
は
、
火
災
時
な
ど
の
消

防
団
の
出
動
要
請
や
、
災
害
情
報
な

ど
の
放
送
を
行
い
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
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地域コミュニティ通信システム（無線告知システム） 

無線告知システム 

無線 光ケーブル 

各地区長 

光ケーブルで直接受信する住宅 

親局放送卓 

木城町役場 

光ケーブル 

電話回線 

親局（役場） 
中継局 
中継/屋外拡声子局 
屋外拡声子局 
戸別受信機 

 
・・・・・・・１０ヶ所 

・・２ヶ所 
・・・・・４ヶ所 

・・・・２０００台 

〔システム構成〕 

お知らせ 
時報 
緊急時 
の放送等 

地区ごとに放送する場合 

各地区長が電話機にて 
親局（役場）に電話を 
かけて放送を入れると 
自地区の受信機に聞こえる 

地区ごとの放送 

役場からの放送 

絞
ら
れ
て
い
て
も
一
定
の
音
量
が
出

る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

３
　
地
区
別
放
送
は
、
各
地
区
行
政
事

務
連
絡
員
や
公
民
館
長
の
方
に
Ｉ
Ｄ

番
号
（
暗
証
番
号
）
を
お
示
し
し
ま

す
の
で
、
自
宅
の
電
話
を
使
っ
て
（
携

帯
電
話
で
も
可
）
地
区
内
の
行
事
予

定
や
連
絡
事
項
な
ど
を
伝
達
す
る
の

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
町
が
所

有
し
て
い
る
光
ケ
ー
ブ
ル
で
中
継
局
に

情
報
を
送
り
、
無
線
（
一
部
有
線
）
に

よ
り
情
報
を
伝
達
す
る
の
で
、
毎
月
発

生
し
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
回
線
利
用
料

（
5
0
0
円
）
が
不
用
と
な
る
こ
と
で

す
。
各
家
庭
に
設
置
す
る
戸
別
受
信
機

は
録
音
機
能
付
で
、
放
送
内
容
を
繰
り

返
し
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

地
区
別
放
送
に
つ
い
て
も
録
音
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
お
い
に
ご
活
用
い
た
だ
け

ま
す
。 

　
な
お
、
戸
別
受
信
機
は
町
の
備
品
と

し
て
町
民
の
皆
様
に
貸
し
出
し
（
無
料
、

但
し
加
入
申
込
書
兼
保
管
証
書
の
提
出

が
必
要
）
い
た
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
転
出
や
転

居
さ
れ
る
場
合
は
役
場
総
務
課
へ
必
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　”聴
き
や
す
く
分
か
り
や
す
い
“
番
組

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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吉良　清志  

吉良　清志  

西田　誠司  

森　伸一郎  

藤井　　学  

大橋　康宇  

神田　徳智  

神田　恒洋  

柄本　勝男  

平野　大輔  

北原　智一  

宮本　俊一  

久家　啓義  

桑原　幸一  

上野　満広  

高橋　茂義  

山下　利幸  

久保　和昭  

 

 

第１分団第２部 

第１分団第２部 

第１分団第３部 

第１分団第６部 

第１分団第４部 

第１分団第２部 

第１分団第３部 

第１分団第６部 

第１分団第６部 

第２分団第７部 

 

本　　　部 

第１分団第１部 

第１分団第２部 

第１分団第４部 

第１分団第６部 

分団長 

分団長 

団　員 

班　長 

団　員 

団　員 

班　長 

団　員 

班　長 

団　員 

団　員 

班　長 

元副団長 

部　長 

部　長 

部　長 

部　長 

部　長 

県 知 事 表 彰 

県消防協会長表彰（功績章） 

　　　〃　　　　（精績章） 

　　　〃　　　　　　〃 

　　　〃　　　　　　〃 

　　　〃　　　　　　〃 

　　　〃　　　（兄弟表彰） 

　　　〃　　　（兄弟表彰） 

東児湯支部長表彰 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

東児湯支部長表彰（感謝状） 

町　長　表　彰 

   　　〃 

   　　〃 

   　　〃 

   　　〃 

黒木　幸一  

河埜　久之  

巽　　雄司  

中竹　義一  

永岡　秀典  

河野　光男  

冨岡　昭人  

黒木　俊児  

鍋倉　貴行  

押川　文弘  

冨永　義文  

重永　伸也  

渡邊　雅洋  

長友　寿満  

桑原　幸一  

重永　建二  

江藤　輝幸  

第２分団第７部 

第２分団第９部 

ラッパ隊 

第２分団第１０部 

第１分団第４部 

第１分団第４部 

第１分団第５部 

第２分団第１０部 

第１分団第１部 

第１分団第２部 

第１分団第２部 

第１分団第５部 

第２分団第８部 

第２分団第９部 

本　　　部 

第２分団第８部 

第２分団第１０部 

部　長 

部　長 

隊　長 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

副部長 

班　長 

班　長 

団　員 

団　員 

団　員 

副部長 

部　長 

部　長 

部　長 

町　長　表　彰 

  　　 〃 

   　　〃 

団　長　表　彰（３０年表彰） 

団　長　表　彰（２５年表彰） 

団　長　表　彰（２０年表彰） 

   　　〃 

   　　〃 

団　長　表　彰（１５年表彰） 

   　　〃 

   　　〃 

   　　〃 

   　　〃 

 　　  〃 

団　長　表　彰（特別表彰） 

 　　  〃 

   　　〃 

　新春を飾る木城町消防初め式が、児湯農協木城支所を会場に、甲斐政治団長以下134名の団員と来賓
などが参加して開催されました。各部とも訓練の成果を発揮し、きびきびとした統率された動作を披
露していただきました。通常点検の部では、５部（比木）が優勝を勝ち取りました。その後、機械器
具点検や放水試験などが行われました。今年の各部門の成績と表彰は次のとおりです。 

第1分団第5部　通常点検の部優勝 

成　績（敬称略） 

表彰者名簿（敬称略） 

第 １ 位  
第 ２ 位  
第 ３ 位  

第１分団 第５部 
第２分団 第８部 
第２分団 第７部 

（比木） 
（田神・岩戸・新岩戸） 
（中川原・田神・岩戸・新岩戸を 
　除く大字高城全域） 

【通常点検の部】 

最優秀賞 
 
優 秀 賞  
優 秀 賞  

第２分団 第７部 
 
第１分団 第２部 
第１分団 第１部 

（中川原・田神・岩戸・新岩戸を 
　除く大字高城全域） 
（出店・四日市・中川原） 
（田畑・一向瀬・重木） 

【機庫点検優良部】 

第１分団 第２部 
第１分団 第６部 
第１分団 第５部 

部　長 
部　長 
部　長 

高　橋　茂　義 
久　保　和　昭 
牧　草　謙　児 

【優秀指揮者の部】 

表　彰　区　分 所　　属 階　級 氏　　名 表　彰　区　分 所　　属 階　級 氏　　名 

平成22年木城町消防始め式 1月10日（日） 
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このコーナーは、毎回町内在住・勤務されて 
いるいろんな方々に登場していただきます。 
　さて、今回登場するのは、この人！ 

かん だ き しょう 

神 田 尚 紀 さん（２９歳）　岸立団地 
 ◇お 仕 事：自動車整備・販売　◇趣味：たくさん 
◇家族構成：妻・息子との３人家族 

　木城町商工会青年部の副部長に就任して3年目を迎えました。来
年度は部員が4名となってしまいます。木城町の商工業を若い力で
盛り上げていきましょう。 
 
 
 

　昨年は、所属している木城ラバーズ（軟式野球チーム）で宮日新
聞杯早起き野球大会の県大会出場を果たしましたが、県大会では

思うような結果が残せなかったので、今年は活躍できるように頑張りたいです。また、このような経験をさせ
ていただいたチームメイト、家族に心から感謝しています。（今年も宜しくね！妻へ・・・） 
 

 
　今年の6月19日（土）「ロマンスの日」に、平成７年度木城中学校卒業生の同窓会をすることになりました。ま
だ、連絡のとれていない人もいるので、同級生の皆様お誘いあわせの上、ご出席いただきますよう宜しくお願
いします。 

●自己紹介 

●その他・・・コメント 

●最近の出来事！ 

　堀口サヨ子さん（出店南）は、「平成21年度健やか親子２１全国大会」
にて、母子保健家族計画事業功労者厚生労働大臣表彰を受賞され、こ
の度県庁で行われた伝達式に出席されました。堀口さんは、６０年に
わたり助産師のお仕事に従事され、現在は町が行っている乳児相談な
どで相談員として活躍されています。「長いようで短かった６０年で、
３代とりあげたこともあります。これからも微力ながら元気なうちは
お役に立てることを続けていきたい」と話されました。いつまでもお
元気でお過ごしください。 

まちの話題まちの話題 まちの話題まちの話題 まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

（同窓会ですか　楽しそうですね！３０年経っても５０年経っても同窓会が続くといいですね・・・５６５） 
ゴ ル  ゴ  

（４名ですか　寂しいですね！いやいや少数精鋭で何事にも立ち 
　向かってください！） 

（チームNO.1の俊足、強打、堅守らしいですね。あなたの活躍がこのチームを支えているのですね！頑張って！） 

厚生労働大臣表彰 
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生涯学習情報コーナー 

～活力と潤いに満ちた生きがいと魅力ある町づくり～ 
制作：木城町生涯学習推進協議会 

　１月１１日（月）に、第３８回木城町新春ジョギング
大会が、木城小学校周辺にて開催されました。 
　当日は町内外、遠くは鹿児島県より総勢２７４名の
参加があり、爽やかな汗をかきながら、新春の風を満喫
され、１年のスタートをきる大会となりました。今年も
健康で良い年でありますように…。 

　１月１日（金）に、城山公園において、県内のトップを
切って、平成２２年木城町成人式が開催されました。 
　町内の新成人者７９名のうち双子３組を含む６０名が、
式典に参加されました。 
　式典は、早朝７時に始まり、新成人者を代表して、石河
内出身（東京都在住）の濱砂和真さんが「つらいときは木
城を思い出す。一人の大人、社会の一員として国や地域
のことを考えていきます。」と誓いの言葉を述べました。 
　また、式典の途中で初日を拝みながら、新成人者は、大
人としての自覚や責任感を新たに輝いていました。 

平成２２年木城町成人式 
（木城町教育委員会） 

　１月３１日（日）に標記の大会が、農業者トレーニン
グセンターで開催されました。 
　「木城っ子」の健全育成を願う地域の方々など約２６０
名が参加され、表彰式や木城中学校ＰＴＡによる活動
発表、「小さくても誇れるキラリと輝く町づくり」をテ
ーマに各学校の意見発表会が行われました。これからも、
学校・家庭・地域が連携し「地域の子どもは地域で育てる」
環境づくりを進めていきましょう。 
◇読書感想文コンクール　（受賞者数５４名） 
◇青少年育成町民会議表彰 
　長友愛希子（木城中２年　２年女子800ｍ県第１位） 
　田爪　幹太（木城中３年　県英語暗唱大会最優秀賞） 
　金田吉三郎（比　木地区　木城っ子安全守る隊） 
　河内　健克（出店東地区　木城っ子安全守る隊） 
◇ＰＴＡ連絡協議会表彰 
　北原さゆり（石河内小ＰＴＡ会長） 
※石河内小PTA
は優良活動校
として文部科
学大臣表彰を
受賞されました。 

　（昨年11月） 

　１月１６日（土）に、今年で第５回を迎えた「ふれあい
創作大会」が町体育館で開催されました。町老人クラブ
会員の方々が指導者となり、竹細工（竹馬・竹とんぼ・竹
ぽっくり）や紙細工（紙鉄砲・紙風船）などの昔のおもち
ゃ作りに、町内から４０名以上の親子が参加しました。 
　日頃、使い慣れていない小刀やのこぎりなどの道具
に悪戦苦闘しながらも、出来上がった昔のおもちゃで
時間いっぱい楽しんでいました。 

三世代交流事業　第５回ふれあい創作大会 
（木城町教育委員会） 

第１６回木城町青少年育成町民大会・ＰＴＡ研究大会 
（木城町青少年育成町民会議） 
（木城町ＰＴＡ連絡協議会） 

第３８回木城町新春ジョギング大会 

（新春ジョギング大会実行委員会） 
～『力走　遊走　健走』楽しくジョギング ～ 
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　４月１日リニューアルオープンに向けて、木城町総合交流センター図書室では、現在図書の整理等を行っています。
新規購入本３，７６０冊を加えて蔵書数は約９，０００冊になります。 
　本の貸出のできる対象者は、町民または町内に通勤・通学する方で、利用者登録いただいた方です。また、団体貸出
も行います。 
　たくさんの方々に気軽に利用していただけるよう、スポーツや料理、手芸、園芸、芸術等の趣味・実用書も積極的に
取り揃えています。雑誌も約30誌揃えておりますので、本町の新たな図書室へ是非ご来館下さい。来られる度に新し
い発見ができると思います。 

木城町総合交流センター図書室よりお知らせ 

　２月５日（金）に、生活科の授業で木城小の１年
生が「昔の遊び」を体験しました。 
　指導者として木城っ子応援隊７名と保護者１０
名が参加しました。ゴムとびや竹うまなどを初め
て体験する児童もいましたが、中には応援隊より
も上手な児童がいて、一緒に楽しみました。 
　木城っ子応援隊は、自分達が簡単にできること
から始めようと組織され現在に至ります。当日参
加いただいた保護者の方々も立派な応援隊です。
地域の方々や家族が「ふれあう」ことこそが大事だ
と思います。一緒に楽しみながら地域の子ども達
を育てていきましょう。 

木城っ子応援隊通信 
３・４月に実施される 
　　　生涯学習関連事業（予定） 

● 全町民対象事業 
 
 
 
 
● 青少年教育対象事業・学校行事 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 高齢者・女性対象事業 

 
３月２６日（金） 
４月２８日（水） 
 
 
 
３月１６日（火） 
３月２５日（木） 
４月　４日（日） 
４月　８日（木） 
４月　９日（金） 
４月１０日（土） 
 
 
 
３月１５日（月） 
 
３月１７日（水） 
 
３月１８日（水） 
３月２４日（水） 

 
木城町総合交流センター落成式 
木城町自治公民館長会（交流セン
ター） 
 
 
木城中学校卒業式 
木城小学校・石河内小学校卒業式 
奉納武道大会（城山公園） 
木城中学校入学式 
木城小学校・石河内小学校入学式 
木城町スポーツ少年団入団式（体
育館） 
 
 
福寿大学石河内・中之又学級合同
閉級式（福祉センター） 
福寿大学中央学級閉級式（福祉セ
ンター） 
木城町中央婦人学級閉級式（体育館） 
福寿大学第２回運営委員会（福祉
センター） 

行事等については、役場教育課 社会教育係まで
お問い合わせください。 

【電話：３２－４７３１】 

火～金　９：００～１８：００ 
土・日　９：００～１７：００ 
月曜日、祝日、第３日曜日、 
年末年始、特別図書整理期間 
５冊・２週間以内 
３０冊・１ヶ月間以内 
約９，０００冊 
　一般書　６，０００冊 
　児童書　２，０００冊 
　絵　本　１，０００冊 

： 
 
： 
 
： 
： 
： 

開 館 日  
 
閉 館 日  
 
個人貸出 
団体貸出 
蔵 書 数  

図書室の詳細については以下の通りです。 

※図書室閉館時は、交流センター開館日の9:00～22:00の間であれば、 
　図書室入口前のブックポストに返却することができます。 



（８） 

      

　
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
を
目
指
し
て
、領
地
拡
大
の
た
め
に
戦
い
に
明
け
暮
れ

て
い
た
時
代
は
戦
国
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
頃
で
あ
り
ま
す
。こ
の
時
代
で
戦
い
を
進
め
て
い

く
上
で
必
要
な
も
の
は
、い
か
に
し
て
有
能
な
部
下
、い
わ
ゆ
る
家
臣
を
手
元
に
お
く
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。こ
の
家
臣
の
働
き
に
よ
っ
て
、そ
の
武
将
の
価
値
が
決
ま
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
は
、
昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
さ
れ
た
「
天
地
人
」
の
直
江
兼
続
を
見
れ

ば
わ
か
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
今
回
は
、高
城
合
戦
で
活
躍
し
た
、島
津
義
久
の
部
下
で
家
老
で
あ
る
上
井
覚
兼
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
上
井
覚
兼
は
、天
文
十
四
年（
一
五
四
五
年
）に
大
隅
国
姶
良
郡
上
井
村（
今
の
鹿
児
島
県
霧

島
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
十
五
歳
の
頃
に
義
久
の
父
で
あ
る
貴
久
に
仕
え
、
十
七
歳
で
初
陣

を
迎
え
、そ
の
後
は
義
久
に
認
め
ら
れ
、可
愛
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、天
正

四
年
（
一
五
七
六
年
）
に
は
老
中
と
い
う
立
場
に
な
り
、
義
久
の
弟
の
家
久
の
補
佐
役
を
命
じ

ら
れ
、日
向
国（
今
の
宮
崎
県
全
体
）の
宮
崎
城（
現
在
の
宮
崎
市
）の
城
主
と
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
上
井
覚
兼
は
、
特
別
大
き
な
戦
い
の
手
柄
や
、
目
立
っ
た
政
治
面
で
の
実
績

が
あ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
弓
を
扱
う
こ
と
が
苦
手
で
あ
り
、
武
勇
の
士
と
は

言
え
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
で
も
、こ
の
武
将
が
優
れ
て
い
る
面
は
、大
変
筆
ま
め
な
点
だ
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
詳
細
に
日
記
を
綴
り
、
当
時
の
状
況
を
事
細
か
に
描
写
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
記
は
、「
上
井
覚
兼
日
記
」
と
呼
ば
れ
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
年
）
か
ら
天
正
十
四
年

（
一
五
八
六
年
）ま
で
の
間
を
記
し
た
内
容
で
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、島
津
氏
に
献
身
的
に
仕
え

て
い
た
内
容
で
あ
り
、島
津
義
久
に
身
を
粉
に
し
て
仕
え
て
い
た
様
子
が
そ
こ
か
ら
知
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。 

　
ま
た
、こ
の
日
記
は
他
に
は
優
雅
な
文
学
を
好
み
、連
歌
、茶
の
湯
、蹴
鞠
、狂
言
な
ど
多
彩

な
文
化
芸
能
を
堪
能
し
た
様
子
も
見
ら
れ
、当
時
の
武
将
の
中
で
は
、多
芸
多
才
な
面
を
持
つ

ユ
ニ
ー
ク
な
部
類
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
言
え
ま
す
。 

　
そ
し
て
、天
正
六
年（
一
五
七
八
年
）の
高
城
合
戦
に
よ
り
、豊
後
国（
今
の
大
分
県
）の
大
友

氏
を
見
事
な
戦
法
で
破
り
、勝
利
を
収
め
た
島
津
義
久
は
、天
正
十
二
年（
一
五
八
四
年
）に
戦

死
し
た
者
の
七
回
忌
を
執
り
行
い
、そ
の
翌
年
に
上
井
覚
兼
に
そ
れ
ら
を
祀
る
供
養
塔
の
建
設

を
命
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
造
ら
れ
た
の
が
、
宗
麟
原
供
養
塔
（
川
南
町
）
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
建
設
に
お
け
る
、
費
用
の
工
面
、
人
員
の
配
置
な
ど
、
細
か
な
事
務
処
理
に
お
け
る
仕
事

を
優
れ
た
能
力
で
や
り
上
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、覚
兼
は
、そ
の
後
筑
前
国
の（
今
の
福
岡
県
）岩
屋
城
の
攻
撃
の
途
中
に
重
傷
を
負

い
、そ
こ
か
ら
義
久
と
の
関
係
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。 

　
そ
の
後
は
天
正
十
五
年（
一
五
八
七
年
）の
二
度
目
の
高
城
合
戦
に
お
い
て
は
、財
部
城（
今

の
高
鍋
町
舞
鶴
公
園
）の
兵
と
し
て
、小
丸
川
周
辺
に
て
、攻
め
に
来
た
豊
臣
秀
吉
の
弟
、秀
長

の
軍
勢
を
妨
害
し
て
い
ま
し
た
が
、黒
田
長
政
率
い
る
軍
勢
に
打
ち
破
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
島
津
義
久
は
秀
吉
に
降
伏
し
、
九
州
は
平
定
さ
れ
、
覚
兼
の
領
地
は
没
収
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
日
記
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天

正
十
七
年
（
一
五
八
九
年
）、
薩
摩
国
（
今
の
鹿
児
島
県
）
の
伊
集
院
に
て
四
十
五
年
の
短
い
人

生
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　 

　
以
上
の
よ
う
に
、こ
の
上
井
覚
兼
は
、

当
時
の
武
将
の
中
で
は
、
事
務
官
僚
と

し
て
有
能
な
面
を
持
っ
た
人
物
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
政
治
官

僚
で
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
力
量
に
長

け
た
人
も
い
れ
ば
、
事
務
面
で
の
力
量

を
見
せ
る
人
も
い
ま
す
。
生
き
馬
の
目

を
抜
く
と
言
わ
れ
る
戦
国
時
代
に
、
自

身
の
役
割
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
お
け
る

能
力
を
発
揮
し
た
仕
事
ぶ
り
は
、
我
々

も
大
い
に
見
習
う
部
分
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。 

（
白
岩
　
修
）  

シ
リ
ー
ズ 

文
化
財
よ
も
や
ま
話 

４８ 

上井覚兼が建設した宗麟原供養塔（川南町） 

「
高
城
合
戦
を
彩
る
武
将
達
⑦ 

上
井
覚
兼
に
つ
い
て
」 

う
わ
い
か
く
け
ん 

（
参
考
文
献
） 

「
角
川
第
二
版
　
日
本
史
辞
典
」
高
柳
光
寿
・
竹
内
理
三
編
　
昭
和
４１
年
　
角
川
書
店 

「
中
近
世
城
館
緊
急
分
布
調
査
」
宮
崎
県
教
育
委
員
会
　
平
成
１０
年 

「
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
　
戦
国
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
裂
帛
島
津
戦
記
」
二
〇
〇
一
年
　
学
研 

「
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
　
戦
国
九
州
三
国
志
」
二
〇
〇
八
年
　
学
研 

「
高
城
戦
記
」　
山
内
正
徳
　
平
成
２０
年
　
鉱
脈
社 



＜材料４人分＞ 

＜作り方＞ 貝割れ大根は根元を切っておく、人参はせん切りにす
るか、ピーラーを使って薄く切っておく。 
もやしと人参を電子レンジにかけて、しんなりさせ、
お茶漬けの素を混ぜる。 

1

2

＜作り方＞ 

野菜は、せん切りにする。 
にんじん・ニラはサッとゆでる。 
野菜と納豆を添付のタレで和える。 

1

2

レシピ提供：木城町食生活改善推進員 

　県民栄養調査によると、1日に摂取する野菜の量が350ｇ（1日に必要な量）に 
満たない・・・という人が「約８割」という結果が出ています。生活習慣病予防のためにも 
野菜をもっと食べましょう！今回は、超！簡単！野菜料理を２品ご紹介します。 

１パック 

１袋 

１/4本 

２袋 

貝割れ大根 

もやし 

人参 

茶漬けの素（市販） 

＜材料４人分＞ 
２パック 

４０ｇ（1/5本） 

２０ｇ（３ｃｍ） 

１００ｇ（１束） 

１００ｇ（３ｃｍ） 

少  々

２パック分 

納豆（小） 

にんじん 

長ネギ 

ニラ 

大根 

炒りゴマ 

添付タレ 

（９） 

地区やグループへ調理実習を行っています！ 
★ 調理実習の依頼・問い合わせは 

保健センター（℡ 32-4010）まで 
※食生活改善推進員と栄養士が地区にうかがいます。 

楽しく 
ヘルシーメニュー 
作りませんか？ 

超簡単！手間なし！野菜料理 

これ１品で１人あたり 
野菜90ｇ使用します。 
味付けは、市販のお茶 
漬けの素のみです。好 
みの味でお試し下さい。 

味付けは、添付のタレ 
のみでOKです。 



も
う
す
ぐ
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

大
人
は
ま
だ
寒
く
て
背
中
を
丸 

め
て
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
は 

水
が
ぬ
る
む
の
を
待
ち
か
ね
て 

水
と
遊
び
ま
す
。 

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
は 

こ
の
本
が
大
好
き
で
す
。 

じ
ゃ
ぐ
ち
を
あ
け
る
と
み
ず
が
で
る
！ 

さ
わ
る
と
チ
ュ
ッ
！
　
た
た
く
と
パ
シ
ャ
ー
ン
！ 

子
ど
も
た
ち
は
「
な
ん
や
あ
た
り
ま
え
〜
」
と
い
う
顔
で 

見
て
い
ま
す
が
、
「
あ
〜
そ
れ
、
し
た
こ
と
あ
る
！
」
と 

口
々
に
さ
け
び
だ
し
ま
す
。 

コ
ッ
プ
に
水
道
水
を
当
て
て
、
す
べ
り
だ
い
。 

ス
プ
ー
ン
を
当
て
る
と
宇
宙
船
の
よ
う
に
広
が
る
水
。 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
な
み
な
み
と
入
っ
た
水
を
海
に
た
と
え
た 

場
面
は
「
ほ
ん
と
や
、
海
や
〜
」
と
、
静
か
に
見
入
る
。 

子
ど
も
た
ち
の
お
気
に
入
り
の
一
冊
で
す
。 

春
に
向
か
っ
て
ど
う
ぞ
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

新
宮
　
晋
　
作
・
福
音
館
書
店
　
8
4
0
円
　 

編
集
後
記 

　
よ
う
や
く
春
め
い
た
季
節
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
梅
の

花
も
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
咲
き

誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
県
内
で
は
野
球
や
サ
ッ
カ

ー
の
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
り
、
シ

ー
ズ
ン
に
向
け
1
年
間
戦
え
る

体
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。  

　
ま
た
、
3
月
に
は
卒
業
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
挑
戦
す
る
時
季
が
ま
い
り

ま
す
。  

　
町
民
の
皆
様
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
負
け
る
こ
と
な
く
新
た

な
1
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 
『
じ
ゃ
ぐ
ち
を
あ
け
る
と
』 

お
す
す
め
の
一
冊 

ワークショップ 3月13日（土）～14日（日）宿泊企画 
みどりのゆりかご　たねまきの日に　松岡逹英といっしょに自然のたからものをみつけよう！ 

料金　大人4500円・小中高生2000円・幼児1000円（朝夕2食入場料・講演会を含む） 

講 演 会 3月14日（日）午前10時半～ 
“「野あそびずかん」と行く里山の自然” 大人500円　　　　　　　　　〈参加お申込み・お問合わせ　39－1141〉 

シイタケ
のコマ打

ち 

ぼくじょ
うずだね

～！ 

なにを摘んでいるのかな？ 

料金　大　人500円 
　　　小中高生300円 
　　　（町内一割引） 

木城えほんの郷の春は、現代最高のネイチャーイラストレーター松岡逹英さんの原画展です。 
少年の頃、故郷・長岡の山野で目にした自然がしっかりと、濃厚に残っていてその自然の穏やかさと奥深さに
感動し、えほんにした『野あそびずかん』、子どもたちと遊び、里山の人 と々ふれあい、豊かな自然と遊ぶさまざま
なヒントが正確な観察とスケッチによって生き生きと描かれています。 
　最新作は、切り絵による絵本『チョキチョキおじさんきょうりゅう王国』、チョキチョキといろんな恐竜が作られ、
恐竜王国へ。色彩豊かな世界が展開する楽しい絵本です。 
　このほか『だんごむしと恐竜のレプトぼうや』『恐竜物語ブロンのぼうけん』、あわせて4冊の絵本の原画展
です。えほんの郷の自然を楽しみながら、春の一日をお過ごしください。 

【町 面 積】 146.02km2
【町の人口】 
【世 帯 数】 
【発　　行】 
【編　　集】 

（22年2月1日現在）　●人口 5,320人（先月比－15人）　●男 2,531人（－9人）　●女 2,789人（－6人） 
2,067世帯（先月比－5世帯） 
木城町役場　〒884-0101 宮崎県児湯郡木城町大字高城1,227-1　TEL.0983-32-4725・FAX.0983-32-3440 
総務課 


